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〒305-0032　茨城県つくば市竹園１丁目７番
TEL.029–859–8111（地域振興部：遠山）筑波銀行つくば本部 2階ギャラリー会

場

ご あ い さ つ
秋晴の候、皆さまにおかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
このたび、第19回ギャラリー企画展として「香しきエキゾチシズム　洋画家　町田博文展」を開催いたします。
町田先生は、1953年に笠間市に生まれ、1976年茨城大学美術科を卒業されました。同年、光風会展に初出品し入選。以来、光
風会展を母体に研鑽を積み、安田火災美術財団奨励賞、田村一男記念賞、2008年には文部科学大臣賞を受賞されています。
日展においても出品を続け、2000年に「雪の朝」で初めて特選を受賞。その作品が転機となり、その後町田先生が描く作品の
最大の特徴となる「静かなヨーロッパの風景を背に、気品ある女性が佇む」という構図で、西洋画の本流である人物画に真っ向か
ら挑まれ、今では日本の洋画壇における人物画家を代表する一人に数えられています。現在も精力的に創作活動を続けながら、光
風会理事、日展審査員・特別会員、茨城県美術展覧会副会長、水戸市美術家連盟副理事長などの要職を務め、中央はもとより茨城
の芸術文化の発展、振興のために尽力されています。
今回の企画展では、1999年の日展出品作から今年の光風会展に出品した新作まで、町田先生ご自身が選抜した25点を一堂に集
め展示いたします。
企画展開催に際しまして、作品のご提供等ご協力いただきました皆さまに心より御礼申し上げます。
茨城の洋画壇を担う町田先生の香しいほどのエキゾチシズム漂う秀作の数々を十分にご堪能いただけるものと存じます。皆さま
のご来館を心よりお待ち申し上げます。
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かぐわ

Greetings

商業と観光の街・笠間に鎮座する笠間稲荷神社は、日
本三大稲荷の1つとして知られ、正月三が日には80万人
以上もの参拝客で溢れ返り、年間では全国各地から350
万人以上が訪れる由緒ある神社です。
御祭神は「宇

う か の み た ま の か み

迦之御魂神」です。一般的に「お稲荷様」
として親しまれるこの神は、稲に宿る神秘的な精霊、つ
まり、食物の神様として崇められています。また、農業、
工業、商業、水産業などの殖産興業の守護神としても信
仰されています。
笠間稲荷神社は、白

はく

雉
ち

2年（651年）に創建されて以来、
この地域を守り続けています。江戸時代の末期、安政・
万
まん

延
えん

年間（1854～1860年）に再建され御本殿は、銅
どうかわらぶき

瓦葺
総
そう

欅
けやき

の権
ごんげんづくり

現造で、昭和63年に国の重要文化財に指定さ
れました。また、御本殿の周囲に施された素晴らしい彫
刻は、当時名匠といわれた後藤縫之助・弥勒寺音八・諸
貫万五郎の作品であり、一見の価値があります。
笠間稲荷神社では、天高い秋空が眩しい毎年10～11

月、日本で最も古い菊の祭典「笠間の菊まつり」が行わ
れます。この菊まつりは、先々代の宮司・塙嘉一郎が「菊
花は人の心を和める」との想いから、日露戦争によって
荒廃した人々の心を和ませるため、明治41年（1908年）、
神社に農園部を開園したのが始まりで、今年で第110回
目を迎えます。
期間中は、約1

万鉢の菊や色鮮
やかな菊人形が
飾られるほか、作
物の豊凶を占う
神事流

や ぶ さ め

鏑馬など
が開催されます。
ご家族ご友人

とともに、青々
とした秋空のも
と、荘厳な神社
と色鮮やかに咲
き誇る菊をご覧
になってはいか
がでしょうか。

笠間稲荷神社と菊まつり

◆住　　所：茨城県笠間市笠間1番地
　アクセス：
　【 車 】北関東自動車道友部ICより約15分
　【電車】JR水戸線笠間駅よりバスで約5分
　開 催 期 間：10月21日から11月26日まで
　神事流鏑馬：11月 3 日(金)
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